
歌
の
周
辺

少
年
時
代
を
回
想
し
た
歌
の
一
つ
。
夏
、
四
国
の
田
舎
の
町
で
は
、
日

が
暮
れ
る
と
あ
ち
こ
ち
の
家
の
前
で
少
年
少
女
が
花
火
で
遊
ん
だ
。
こ

れ
は
少
女
の
持
つ
線
香
花
火
が
パ
チ
パ
チ
爆
ぜ
て
、
そ
の
少
女
の
白
い

脛
を
照
ら
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
明
滅
す
る
明
か
り
の
中
に
浮
か
び

上
が
る
少
女
の
肌
の
美
し
さ
を
、
私
は
こ
っ
そ
り
眺
め
て
ド
キ
ド
キ
し

て
い
た
。

異
性
を
意
識
し
な
が
ら
、
あ
え
て
素
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
た
田
舎
の

十
代
の
少
年
の
、
隠
し
て
い
た
内
面
。
そ
れ
を
ひ
そ
や
か
に
表
現
し
て

み
た
。 

（
高
野
公
彦
）

第
七
十
回
Ｏ
先
生
賞
作
品
募
集

　
Ｏ
先
生
賞
は
コ
ス
モ
ス
会
員
か
ら
広
く
新
作
を
募
集
し
て
顕
彰
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
平
素
、
研
鑽
し

て
き
た
実
力
を
発
揮
し
、
個
性
を
輝
か
し
、
新
作
三
十
首
詠
に
挑
ん
で
下
さ
い
。
受
賞
作
品
発
表
は
来
年
一
月
号
で
す
。

意
欲
的
な
作
品
の
投
稿
を
期
待
し
て
、
第
七
十
回
Ｏ
先
生
賞
作
品
を
募
り
ま
す
。
な
お
、
Ｏ
先
生
賞
の
受
賞
者
に
は
次

年
度
昇
級
の
特
典
が
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
作
品
賞
の
応
募
は
、
年
齢
、
閲
歴
を
問
い
ま
せ
ん
。
ふ
る
っ
て
力
作
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

投
稿
資
格
　
現
在
の
コ
ス
モ
ス
会
員
に
限
る
。

原
稿
締
切
　
二
〇
二
三
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
選
者
に
必
着
の
こ
と
。

応
募
要
項
　
ａ
　
一
人
一
編
三
十
首
。

ｂ
　
未
発
表
作
品
に
限
る
。

ｃ
　
コ
ス
モ
ス
月
例
詠
草
用
紙
を
使
用
す
る
。
用
紙
の
「
コ
ス

モ
ス
　
月
号
詠
草
」
を
線
で
消
し
、
そ
の
右
側
に
「
Ｏ
先

生
賞
応
募
作
品
」
と
書
く
。
一
頁
目
は
、
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
付
）、
所
属
欄
、
職
業
、
年
齢
、
入
会
年
月
の
項

目
を
す
べ
て
記
入
し
、
中
央
五
行
目
に
題
名
を
書
く
。

ｄ
　
二
枚
目
以
降
は
一
頁
目
の
よ
う
に
「
Ｏ
先
生
賞
応
募
作

品
」
と
書
き
、
氏
名
欄
の
み
に
氏
名
を
、
作
品
欄
に
作
品

十
首
を
記
入
す
る
。
左
上
隅
に
頁
を
入
れ
る
。

ｅ
　
楷
書
で
記
し
、
青
も
し
く
は
黒
の
イ
ン
ク
ま
た
は
ボ
ー
ル

ペ
ン
を
用
い
る
。
パ
ソ
コ
ン
で
作
品
を
印
字
し
て
も
よ
い
。

ｆ
　
詠
草
用
紙
は
右
上
隅
を
糊
ま
た
は
ホ
チ
キ
ス
で
き
っ
ち
り

と
め
る
こ
と
。

ｇ
　
作
品
は
同
文
四
通
を
作
成
し
、
封
筒
に
「
Ｏ
先
生
賞
応
募

　
　
　
　
　
　
　
記

作
品
」
と
書
き
、
各
一
通
（
コ
ピ
ー
で
も
可
）
を
左
記
の

選
者
に
そ
れ
ぞ
れ
送
付
す
る
。

ｈ
　
詠
草
用
紙
は
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
に
申
し
込
ん
で
購
入
す
る

か
、
本
誌
綴
じ
込
み
の
詠
草
用
紙
の
コ
ピ
ー
で
も
よ
い
。

ｉ
　
原
稿
の
訂
正
お
よ
び
差
換
え
は
認
め
な
い
。

ｊ
　
書
留
便
は
お
や
め
下
さ
い
。

選

　
　者
　
大
松
　
達
知
　

〒
165
▆
0024
　

東
京
都
中
野
区
松
が
丘
二
▆
一
四
▆

一
四

松
尾
　
祥
子
　

〒
168
▆
0065
　

東
京
都
杉
並
区
浜
田
山
一
▆
二
二
▆

一
四

鈴
木
千
登
世
　

〒
753
▆
0001
　

山
口
県
山
口
市
大
字
宮
野
上
二
九
〇

二
▆
五

有
川
知
津
子
　

〒
812
▆
0016
　

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
南
三

▆
五
▆
二
七
▆
一
二
〇
五

発

　
　表
　
受
賞
作
品
及
び
優
秀
作
品
（
二
〇
二
四
年
一
月
号
）。

そ
の
他
　
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。



高
野
公
彦
う
た
紀
行
・
16

手
花
火
が
少
女
の
白
き
脛は

ぎ

て
ら
す
か
な
し
き

夏
を
わ
れ
痩
せ
に
け
り

　

▉
▊
『
汽
水
の
光
』

（
写
真
・
木
畑
紀
子
）

【
鑑
賞
】
巻
頭
「
身
熱
」
一
連
四
首
目
。
直
前
に
置

か
れ
た
「
夜
の
海
荒
る
る
を
聴
き
て
ね
む
る
な
り
肉

熟
れ
て
ゆ
く
我
と
い
も
う
と
」
か
ら
、「
少
女
」
と

は
妹
だ
ろ
う
か
。
思
春
期
を
迎
え
、
手
花
火
に
照
ら

し
出
さ
れ
た
少
女
の
無
防
備
な
脛
の
白
さ
に
胸
を
衝

か
れ
る
作
者
。
巻
頭
歌
「
少
年
の
わ
が
身し
ん

熱ね
つ

を
か
な

し
む
に
あ
ん
ず
の
花
は
夜
も
咲ひ
ら

き
を
り
」
と
対
に
し

て
読
む
と
き
、
結
句
「
わ
れ
痩
せ
に
け
り
」
が
切
な

く
、
官
能
的
に
響
く
。 

（
藤
野
早
苗
）
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桜
ざくら

（宮城県柴田郡大河原町）
　仙台より東北本線の列車で南へ 30 分。桜の時期は大河原と船岡
間の約 700 メートルで減速運転するため乗客は桜並木を楽しめる。
　白石川はその昔，大高山神社付近から分かれ，ひとつは橋本方面
を流れ，もうひとつは中島方面を流れて韮神山付近で合流した。二
つの川が合流していたので「逢

おお

河
がわ ら

原」と呼ばれるようになったと伝
えられている。
　大河原出身の実業家高山開治郎は上京し苦学力行し中央経済界に
て活動し，後に東京商機新聞社長となる。大正 12 年 4 月，故郷を
思い当時の殺風景な白石川の堤防に桜を植える事を思いつき，4000
円（昭和 8年の時価）にて桜樹 1000 本を町に寄贈した。
　今年は〈千本桜〉が植樹されて 100 周年の節目。1991 年以降で
最も早い開花（3月 27 日）となり，4年ぶりの桜まつりは 3月 31 日
からとなった。白石川沿いの約 1200 本と船岡城址公園の約 1300 本
の桜は 3月末から見頃を迎えた。町のパンフレットには残雪の蔵王
山と満開の桜が紹介されていて，このコラボは見事。

（写真・解説　川端冨起子）


